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研究成果の概要（和文）：本研究では、フィリップ・デスコラの思想について、現象学以降の哲学史的流れと、
構造人類学以降の人類学史的流れの二つの側面から研究を行った。特に身体論的テーマに注目し、哲学的言説と
人類学的言説の交点を探った。成果としては論文数本を発表したほか、デスコラの主著『自然と文化を超えて』
の翻訳を完成させた。また渡仏調査にてデスコラ自身へのインタビューを行い、それを論文として発表した。

研究成果の概要（英文）：In this inquiry, we studied the thought of Philippe Descola from two 
perspectives: the philosophical current since phenomenology and the anthropological current since 
structural anthropology. In particular, we focused on the theme of living body to seek an 
intersection of philosophical statement and anthropological statement. We produced several articles 
owing to this inquiry and finally published the translation of Descola’s Beyond Nature and Culture.
 Moreover, we conducted interviews in France with Descola himself and published it.

研究分野：哲学

キーワード： 現代人類学　現代哲学　メルロ＝ポンティ　ドゥルーズ　レヴィ=ストロース　デスコラ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
様々な分野で学科的枠組みを横断する問いかけが交わされている現在、現代人類学が提起した「存在論的転回」
という問題設定に応答することは、現代哲学にとっても喫緊の課題である。本研究では、メルロ＝ポンティの現
象学的身体論を参照しつつ展開されるフィリップ・デスコラの思想を取り上げ、改めてその哲学的意義を問い直
すことを通じて、哲学的言説と人類学的言説という従来の枠組みを超えて現代社会における身体の在り方を議論
するための緒を探った。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
  
（１）現代的身体論というテーマに関しては、これまでモーリス・メルロ＝ポンティの『知覚の
現象学』を一つの焦点として、J.ギブソンのアフォーダンス論や H.R.マトゥラーナと F.J.ヴァ
レラのオートポイエーシス論など幅広い展開を見せていたが、研究当初においては、多様な問題
を総括しうる身体理論の構築は完成の途上にとどまっていた。このような閉塞状況に対する突
破口としては、ジル・ドゥルーズの反現象学的な思想を挙げることができる。ドゥルーズは哲学
における自然概念の刷新を通じて新たな身体概念を提示し、現代的身体論の問題領域を大きく
拡大した。フィリップ・デスコラを中心とする「存在論的転回」と呼ばれる動向は、このような
流れに大きな影響を受けている。それゆえデスコラの思想の解明は、現代的身体論の構築に寄与
すると思われた。 
（２）フィリップ・デスコラの思想は、主にクロード・レヴィ＝ストロース以来の構造人類学を
受け継ぐポスト構造主義的人類学を代表するものとして理解されていたが、哲学的文脈も含め
てそれを包括的に捉える研究はまだ行われていなかった。とりわけメルロ＝ポンティの影響に
ついては、デスコラ自身の言及にもかかわらず、ピエール・シャルボニエとの対談（Philippe 
Descola, La composition des mondes : Entretiens avec Pierre Charbonnier, Flammarion, 
2014）を除けば、深く掘り下げる研究はほとんど見られなかった。デスコラの思想が既存の学問
領域を横断するものである以上、哲学者であるメルロ＝ポンティとの関係性においてそれを論
じることは、デスコラの思想の本質を理解する上でも必須の作業であると思われた。 
 以上の２点から、現代的身体論の構築に向けて、デスコラの思想の哲学的側面を掘り下げる研
究の必要性が浮かび上がった。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、（１）デスコラの思想を現代人類学における「存在論的転回」と呼ばれる動
向を代表するものとして理解し、レヴィ=ストロースの構造人類学との対比を際立たせると同時
に、（２）特にメルロ＝ポンティの現象学の影響を確定することを通じて、そこに含意されてい
る身体論を哲学的文脈の中で捉え直すことである。 
 
３．研究の方法 
 
研究の方法としては、（１）まずデスコラの思想の哲学的含意を掘り下げるために、デスコラ
が提起した西洋近代の「ナチュラリスム」に対する批判を、メルロ＝ポンティからドゥルーズに
至る現代哲学の文脈の中で検証する作業を行う。また、現象学の立場から現代人類学の問いかけ
に応答しているルノー・バルバラスやエティエンヌ・バンブネの主張を調査し、現象学的身体論
の可能性を探る。（２）次に、デスコラが身を置いている同時代的な文脈を調査する。特に、と
もに「存在論的転回」を担うと目されているエドゥアルド・ヴィヴェイロス・デ・カストロが表
した『食人の形而上学』におけるデスコラ批判を検証することを通じて、デスコラの思想の独自
性を浮かび上がらせる。また、フレデリック・ケックをはじめとする次世代の人類学者への影響
関係を探る。 
研究にあたっては、従来の文献調査や文献読解だけでなく、哲学と人類学をまたぐ本研究のテ
ーマの学際性を考慮して、国内外の人類学研究者との協力体制を重視し、適宜リサーチ・ミーテ
ィングを行いつつ、多面的に研究を進める。 
 
４．研究成果 
 
 本研究の主な成果として、既刊論文「ドゥルーズとナチュラリスム：人類学的視点から」にお
いては、ドゥルーズが、独自の自然概念から西洋近代における「ナチュラリスム」の傍らに「新
しいナチュラリスム」を読み取り、レヴィ=ストロースの構造主義のうちにポスト構造主義的動
向を見出すことでデスコラを含む現代人類学の歩みを予見した点を論じた。ヴィヴェイロス・
デ・カストロをはじめとする現代の人類学者が、しばしばドゥルーズ（あるいはドゥルーズとガ
タリ）の仕事を画期的なものとして評価している中で、当のドゥルーズ自身が構造主義とポスト
構造主義の結節点を論じている点は極めて重要である。これによって、レヴィ=ストロースの構
造人類学とデスコラのポスト構造主義的人類学との接合点を、両者の師弟関係という経験的事
実に依拠することなしに議論する道が開けるからである。ドゥルーズは、構造主義とポスト構造
主義の間に連続性を認めつつも、構造の「外部」という問題を通じて、レヴィ=ストロースの構
造主義が問題化しえなかった領域に焦点を当てている。普遍的な構造とその「外部」の緊張関係
という観点から、現代人類学の展開を再検討することが今後の研究の課題となる。 
 本研究では、この点について、既刊論文「野生の言説：メルロ＝ポンティとレヴィ=ストロー
ス」において、同時期に提示されたメルロ＝ポンティとレヴィ=ストロースの「野生」概念の再
検討を通じて論じた。「野生」概念は、両者にとってつねに自らの言説の「外部」を指し示す極
限的概念であった。メルロ＝ポンティは、語られた言葉に基づく哲学的言説を、より根源的な〈存
在〉の語りに還元し、「野生の精神」を開示しようとする。そしてレヴィ=ストロースは、言説の



構造そのもののうちに記号作用の過剰性（「浮遊するシニフィアン」）を見出し、近代的思考によ
る概念操作とは異なる非概念的な記号操作（「ブリコラージュ」）の可能性を「野生の思考」のう
ちに探ったのだった。メルロ＝ポンティの存在論とレヴィ=ストロースの構造主義は、野生的自
然の「存在」と野生的知性の「構造」という、一見すると相反するような異なる観点に立ちなが
ら、ともに近代的な言説システムの「外部」を描き出そうとしていたのである。構造人類学の方
法論を受け継ぎながら「存在論的転回」を行うデスコラの思想は、近代的「ナチュラリスム」へ
の批判という点において、まさに「野生」概念をめぐるメルロ＝ポンティとレヴィ=ストロース
の思想的対話の延長線上に展開されていると言えるだろう。 
最後の点については、渡仏調査の際に行ったインタビュー（「失われた対話：フィリップ・デ
スコラへのインタビュー」）においてデスコラ本人に直接確認することができた。特にデスコラ
の身体論を論じる上で、民族誌的に記述される存在論的次元と、人類学的な比較の観点からなさ
れるモデル構築的次元を切り分ける必要性が明確にされた。また本インタビューでは、いわゆる
ポストモダン思想に対するデスコラの批判的な距離感を明らかにすることができた。これは、ド
ゥルーズをはじめとするポスト構造主義的潮流を自らの立脚点としているヴィヴェイロス・デ・
カストロとは対照的な態度であり、デスコラの身体論の位置づけを明確にする上でも重要であ
るだけでなく、両者が属するとされている「存在論的転回」の全貌を把握する上でも貴重な証言
となるだろう。 
 論文執筆と並行して、本研究の最重要文献である『自然と文化を越えて』の翻訳作業も完成さ
せた。本書はデスコラの主著とされており、ヴィヴェイロス・デ・カストロ、ブリュノ・ラトゥ
ール、マリリン・ストラザーンといった同世代の思想家たちだけでなく、ケックをはじめとする
次世代の思想家たちにも甚大な影響を及ぼし、数多くの論争を引き起こし続けている問題の書
である。本書の刊行により、本研究をその一部とする学際的領域の開拓が今後より一層進展する
ことが期待される。 
 本研究ではフィリップ・デスコラの思想研究を手がかりとして、哲学的言説と人類学的言説の
交点を探るというより大きな問題へと接近するための道が切り開かれた。デスコラの身体論の
全体像については、当初想定していた以上の広がりを含んでおり、その全貌を解明しえたとはと
ても言えないし、同時代的な影響関係についても、『自然と文化を越えて』をめぐる論争を調査
するにとどまったが、今後この研究をさらに推進するための礎を築くことはできた。とりわけ本
研究で掘り下げられた「野生」概念をめぐるメルロ＝ポンティとレヴィ=ストロースの「失われ
た対話」は、デスコラの思想的源泉となっただけではなく、「存在論的転回」という動向全体を
学際的な広がりの中で照らし出すための基準的論点となりうるだろう。今後の展望としては、こ
の方向性に従って、「存在論的転回」をめぐる個別的な諸問題をより精緻に論究していくことが
目標となる。したがって本研究は、2020 年度に開始した若手研究「野生概念の再考と意義：現
代フランス思想における存在論的転回」（研究代表者：小林徹）に引き継がれる。 
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